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研究成果の概要（和文）：我々は、現在進行中のユダヤ学史の批判的再検討のを引き継ぎつつ徹底化し、現在の研究基
盤にある「原典資料」の編纂というプロセスにまで至らしめた。現在、研究にあたって用いられる「学術校訂版」は、
実のところ、写本の水準におけるテクストの連続性を解体し、その都度のパラダイムに従って再編成したものであり、
これに基づく限り、前提された解釈の限界を超えることはない。実のところ、ユダヤ学のみならず、律法解釈の現場に
あっても「原典資料」は絶えずアド・ホックに再構成されてきた。この点を踏まえ、その都度「原典資料」として参照
されたもの一群の文献をこそ今後の研究の基盤とするべきだ、という点が、我々の研究の結論である。

研究成果の概要（英文）：We have proceeded in ongoing critical studies in the history of Jewish Studies, 
and analyzed editing process of "original sources" in terms of foundation for researchers. "Critical 
editions", which we use to refer uncritically, had reconstructed the "original sources" in accordance 
with paradigms of the time, whereas it had often demolished the consistency of texts within manuscripts. 
In so far as we would rely upon such "critical editions", hardly we could deal with texts themselves 
beyond the boundaries set by those paradigms. Furthermore, reconstructing the "original sources" for ad 
hoc purposes was a common practice of Jews even before the advent of Jewish Studies. In this regard, we 
have concluded that the "original sources" in terms of foundation for researchers should not mean the 
"critical editions" construed by academic endeavors, but a group of texts which had been considered as 
"original" in certain circumstances and contexts.

研究分野：中世ヘブライ文学

キーワード： ユダヤ学　学説史　研究史　史料編纂　文献学　写本研究　多国籍　国際研究者交流

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 

(1) 海外の研究状況 
 ユダヤ学の営みが、それ自身ユダヤ学の対
象となってきたことは、近年のユダヤ学が過
渡期を迎えつつあることの証左だろう。1990
年代頃から始まった、シオニスト史学に対す
る批判的な研究は、ユダヤ人の歴史や文化を
周辺社会から隔絶した閉鎖系の中で捉える、
20 世紀のユダヤ学の営みに対する総体的な
批判にまで発展しつつあった。 
 こうした批判は、しかし現在のユダヤ学の
中心たる欧米・イスラエルにおいては、一定
の限界を持つ。「ユダヤ人」の歴史的同一性
の中核に触れる革新的な研究は、信徒集団と
してであれ、エスニックないしナショナル・
グループとしてであれ、欧米・ヨーロッパに
現に存するユダヤ社会との間に深刻な摩擦
を引き起こす。新しいユダヤ像を提示する先
端的な研究ほど、「反ユダヤ主義」「親シオニ
ズム」「世俗主義」といったレッテルをめぐ
る白熱した論争に巻き込まれ、その真価が十
分に検証されない傾向にあることは、否定で
きない。 
 現存するユダヤ社会から一定の距離を保
ちつつ、あくまで学問的にユダヤ文化を研究
するための新しい基盤の確立は、国際的な研
究環境において喫緊の課題であった。 
 
(2) 国内の研究状況 
 日本国内におけるユダヤ文化の研究の多
くは、従来、聖書学・キリスト教学的な関心
によるものか、或いはホロコーストや民族浄
化をめぐる社会哲学的関心によるものであ
った。ユダヤ文化研究の中核をなす、後期古
代から初期近代までの膨大な文献群は、結果
として軽視されてきた。 
 しかし、近年では、欧米・イスラエルに留
学して本格的なユダヤ学を吸収し、ユダヤ文
化そのものを主たる対象として研究に取り
組む若手の数が増し、国内のユダヤ文化研究
の環境も大きく変わりつつある。新しく育っ
てきたこれらの人的資源を活用し、日本の人
文学に斬新な視点を導入することは、ユダヤ
学者としても、一人の人文学者としても、期
待されることであった。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、主として(1)海外における
ユダヤ学史研究の継承・徹底化、(2)ユダヤ学
の基盤としての「原典資料」の概念の刷新で
ある。 
 
(1) ユダヤ学史研究の継承・徹底化 
 従来のユダヤ学史の研究は、個別的な学者
や学派のイデオロギー批判の領域にとどま
っていた。これを学問方法論の水準にまで徹
底させ、個別的な対象の批判を超え出ていく
ことが必要であった。既存の学史研究は、そ

れまで積み重ねられてきた学問の成果をい
ったん宙づりにし、その政治的・宗教的な諸
傾向を暴露することには成功したものの、そ
の批判の先にあるべき新しいユダヤ文化研
究の基礎を確立するには至っていない。ここ
で問題になるのが、「原典資料」とユダヤ学
の営みとの関係である。 
 
(2) 「原典資料」の概念の刷新 
 長期にわたり、隔たった地域において、
様々な言語でその足跡を刻んできたユダヤ
文化の研究にとって、それが基づくべき「原
典」の姿は、実のところ不確かである。一冊
の本にも様々な版があり、翻訳があり、注釈
がある。200年に及ぼうという研究の営みの
中で、ユダヤ学はこれらを文献学的に批判し、
そのことで自らの立脚点たる「原典」を、学
術校訂版として再編集し続けてきた。 
 従来の学史研究に欠けていた観点は、こう
した「原典」の編纂過程への配慮である。時
代・地域・言語のいずれにおいても、ユダヤ
学の取り扱う文献は雑多である。ゆえに、ユ
ダヤ学の営みは、それ自身がよって立つ基盤
をあらかじめ規定しなければならなかった。
「ユダヤとは何か」という問いに対する答え
は、史料編纂の時点で一定程度先取されてし
まう。ユダヤ学の営みに避けがたく付きまと
うトートロジーに、我々はいかに向き合うこ
とができるのかを考究する必要があった。 
 
３．研究の方法 
 
 上述の研究目的に即して、本研究は(1)ユ
ダヤ学の核専門領域における研究史の再検
討、および(2)そこにおける原典資料の編纂
過程に焦点を絞った研究活動を行うことと
した。 
 
(1) 専門領域における研究史の再検討 
従来、包括的なユダヤ史研究に過度の重心
が置かれてきたユダヤ学史研究を、我々は個
別的な専門領域において、より細やかに展開
することを企図した。むろん、ユダヤ学が取
り扱う専門領域は多岐にわたるため、全面的
なユダヤ学史研究を行うには至らないが、タ
ルグムやミシュナといった古代のユダヤ教
文献、俗に黄金時代といわれるムスリム統治
下のイベリア半島でのユダヤ文学、中世から
近代までの神秘主義や哲学等の高度に思弁
的な思想書に至るまで、ユダヤ学の主たる領
域に専門研究者を配置し、それぞれの専門性
を生かした学史研究を行うことを試みた。 
 ここでの重心は、ユダヤ学史上の名だたる
研究者たちが提示したユダヤ文化の像の析
出と比較にある。個々の専門領域において提
示された多彩なユダヤ像は、必ずしも指導的
な歴史家や学派の描くユダヤ像には還元さ
れえない。研究の営みが提示可能なユダヤ像
の多様性に触れたうえで、それらに共通する
方法論上の問題点にまで考察を深めること



が目論まれた。 
  
(2) 原典資料の編纂過程 
(1)における専門的な研究史の検討に基づ
いたうえで、我々は学史上の諸言説が典拠と
する資料の問題に重心を移してゆくことを
計画した。「ユダヤ学」が、まずは古典文献
学の一分枝として提起されたことからもわ
かるように、ユダヤ学の展開は、それが基づ
く「原典資料」の編纂過程と相即不離の関係
にある。ユダヤ学史を彩る学説の多様性は、
ユダヤ学がその典拠としてきた「原典資料」
の在り方の多様性を反映したものである。 
研究上の習慣として、我々は最新の学術校
訂版に依拠して研究を進めているが、ここで
は、こうした無批判な習慣を一度留保し、諸
種の「原典資料」が編まれることによる学説
の変化に着目したい。新資料の発見、あるい
は従来軽視されてきた文献の再編集によっ
て、提示される「ユダヤ」の姿は大きく変わ
ってゆく。個々の学説の正誤についての判断
を一度留保するならば、我々の前に広がるの
は、「原典資料」それ自体のありようの多様
性である。ユダヤ学史の中でさえ、決して固
定的なものではない「原典資料」のありよう
を前に、研究の基盤としての文献概念を、い
かに確固としたものとできるかが、研究上の
焦点となる。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、主として(1)ユダヤ学史
にかかわるもの、(2)原典資料の概念にかか
わるものに大別される。本研究の集大成とし
て発行する予定の論集は、現時点では執筆・
修正の途上にあるが、研究成果公開促進費の
公募に間に合わせる予定である。 
 個別的な成果は著書・論文や学会において
発表されているが、以下に共同研究を通じて
得られた総合的な知見を要約する。 
 
(1) ユダヤ学史研究としての成果 
本研究の基礎段階にあたるユダヤ学史の
細やかな研究を通じて明らかになったのは、
総体としてのユダヤ学の文献的基礎の不確
かさである。研究の途上で「原典資料」とし
て参照される定版資料は、実態としては、異
なった時代・地域に由来する各種の写本史料
の断片を複合したものに過ぎない。そうした
「原典資料」を構成する諸要素の間に、連続
性を保証するような枠組みは、実のところ外
挿的なものである。幾つか、研究の途上で指
摘された事例を挙げてみよう。 
一般にアガダー研究とされるユダヤ学の
分野が確立されたのは、19 世紀から 20 世紀
にかけての世紀転換期である。この時期、ア
ガダー集成として編まれたいくつもの文献
の中で、現在最も参照されるのは L. 
Ginzberg, The Legends of the Jews (1909)
だろう。Ginzberg はここで各種のミドラシ
ュ(説教文学)、ミシュナ、タルムード等の基

礎文献から、説話的な記述を抜粋し、後に文
献学的なヴァリアントを示す詳細な注を付
しており、翻訳という手順を付け加えたため
に原語が不分明になっている点は否定でき
ないが、「原典資料」へのアクセスにあたっ
ての利用価値は極めて高い。 
しかし方法論的な観点から考えるのであ
れば、各種の伝統文献から「アガダー」のみ
を切り出し、編纂することそれ自体に、いく
つかの問題点を指摘することができる。
Ginzberg が参照した諸種の伝統文献におい
て、「アガダー」とは律法上の判断にかかわ
る「ハラハー」に並行し、あるいはその中に
織り込まれる形で展開されるものだ。内容面
でも、それは説話に限られたものではなく、
諸種の道徳訓や諺、生活上のティップスに至
るまで、様々な内容を包含している。こうし
た「アガダー」を説話集として切り出すとい
う営みが、同時代的にもっていたコノテーシ
ョンは、内容面で重なるところの多い M. J. 
Bin-Gorion, Die Sagen der Juden 
(1913-1919)と比較によって明らかになる。
Bin-Gorionの集成は、文献学的な繊細さとい
う点で Ginzberg のものには及ばず、現在の
研究者から参照されることは少ないものの、
民俗学的な手法を通じてユダヤ民族の民衆
的な精神世界を発見・再構築する志向を明確
に示しており、その構想は同時代の文化シオ
ニズムのイデオロギーと、大きく共鳴してい
た。個人としての Ginzberg はユダヤ・ナシ
ョナリズムにさほどの共感を示してはいな
かったものの、彼のなした「説話集」として
のアガダー集成は、結果として同時代のナシ
ョナリストの民俗学的志向に並行して受容
されることになる。 
別の事例として挙げられるのは、カバラー
と呼ばれるユダヤ教の秘教的伝統の再構成
の試みである。19 世紀のユダヤ史記述におい
て、ユダヤ教からの「逸脱」ないしは「堕落」
として描かれることの多かったカバラー文
献は、戦間期のシオニスト史学の中で正反対
の評価を受けることになった。この際、「硬
直した」律法主義と理性主義に対して、カバ
ラーは「ユダヤ教の生命」を体現する神秘主
義思想として称揚されるに至るのだが、文献
の内実に即して判断されるなら、カバラーと
は秘教的な伝承形態を持ちこそすれ、必ずし
も「神秘主義」を奉じるものではない。 
カバラー文献が他の律法文献から独立し
た形で再編纂され、律法主義とは別の伝統と
みなされることによって、律法主義・哲学・
神秘主義を領域横断的に接続していた、多様
なニュアンスを持つ中世ユダヤ思想は、寸断
された形でしか理解されないようになる。現
在進められている、カバラーの基礎文献『ゾ
ハル』の校訂版(Pritzker Edition, 2003-)は、
「ユダヤ神秘主義」の精髄の復元というより
は、カバラーが汲み取り、あるいは影響を与
えた文献的伝統の多様性を示すものとして
理解することができる。『ゾハル』の復元に



あたって必要とされる「原典資料」は、狭義
での神秘主義文献を大きく逸脱するものだ。 
「説話」や「神秘主義」といった研究領域
のなかで言及される諸資料は、学問の営みの
なかで、その都度の時代的な要請に従って集
積されたものであり、そのまとまりは、写本
の水準においては必ずしも担保されている
ものではない。まして、ディアスポラ社会の
なかで伝承されてきたユダヤの伝統文献は、
写本の水準において様々なヴァリアントを
生み出さざるを得なかった。ユダヤ学の研究
の基礎にあるのは、こうした多種多様なヴァ
リアントを用いつつ、批判的に「原典」を再
構成する、という営みであるが、それはしば
しば、物理的には存在しない――つまり、写
本の水準においては一貫したものとして存
在しない「原典」の特徴さえ付加してしまう。
研究が基づく「原典」それ自体が研究の所産
であるという事実は、我々が普段自明のもの
としている研究の基盤それ自体を一旦疑問
に付すものだろう。 
 
(2) 「原典資料」の概念 
ユダヤ社会の特徴のひとつであるディア
スポラという特性は、そこに一貫した歴史の
存在を措定しうるか、という問題をつきつけ
る。「ひとつのユダヤ学」という構想がはら
んでいるのは、特定の地域や政体、言語に収
斂しないユダヤ人の文化をどのようにひと
つのものとして捉えられるのか、という問題
である。 
 研究開始当初、我々はユダヤ学自身の所産
である「学術校訂版」とは別の「普及版」を
基盤として、日本におけるユダヤ学の文献的
基礎を固めることができるのではないか、と
いう想定を持っていた。しかし、この「普及
版」それ自体が、ユダヤ学の「校訂版」に対
抗する形で、主として宗教的伝統を奉ずる宗
派を中心に、近代になってようやく編まれた
ものであることも、研究の途上で明らかにな
ってきた。ユダヤ教とキリスト教とを峻別す
るという点で、ユダヤ教の最も基盤にあると
いえるミシュナでさえ、章の構成にせよ、
個々の単語の選択にせよ、様々な版を有する。
伝統的な価値観を標榜する「普及版」は、ユ
ダヤ学と同様に、そのうちのごく一部を採用
し、「原典」としての権威を付与しているに
過ぎない。 
 世紀転換期におけるゲニザ文書群、第二次
大戦後の死海文書の発見を経て、「普及版」
が奉ずる「伝統」の局所性、時代的な特異性
は明瞭になったと言えるだろう。ある特定の
時代に伝承された一群のテクストをもって
「原典」とみなし、そこに一定の伝統的権威
を与える所作は、実のところ、ユダヤ学の勃
興と、「普及版」の編纂以前から、已むこと
なく行われてきたユダヤ人らの振る舞いで
ある。研究の基盤となる「原典資料」の概念
を再検討する際に、ディアスポラ・ユダヤ社
会に斉一的に存在する一定の文献的伝統を

想定することの困難は、研究を進めるにつけ、
如実なものとして実感されるようになった。
さまざまな形態のミシュナやタルムードが
存在しうるとすれば、一定の超歴史的な規範
性を持つ文献的伝統という想定から、我々は
脱出しなければならない。 
 いずれにせよ、ユダヤ人はその場に伝えら
れた文献を「原典」として参照し、それに解
釈を付け加えながら、文献伝承の営みを繰り
返していったことは確かである。キリスト教
におけるヴルガタ訳や、イスラームにおける
クルアーンのように、確固とした規範性を持
つ斉一的なテクストは、そこには存在しない。
「原典」とは、一定のテクストではなく、ひ
とつの範疇であり、その都度、そこに包摂さ
れた文献が、伝統的権威を付与されていたこ
とになる。ユダヤ学による「学術校訂版」の
編纂の営みそれ自体も、俯瞰的に見るならば、
こうした文献伝承の近代的な形態としてと
らえることができる。 
 こうした観点から、「学術校訂版」がこん
にちのユダヤ学においてもつ権威性を一定
程度相対化することで見えてくるのは、ディ
アスポラ・ユダヤ社会の局所的な環境下にお
ける「原典」の構成を捉え、それを研究の基
盤とすることの必要性である。本研究の到達
点としてのこの立場に立つ専門論考を集め
た論集を公にすべく、現在は編集作業に取り
組んでいる。 
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